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今、経営に悩みをかかえていませんか？商工会議所経営指導員が相談に応じます。
問い合わせ先：紀州有田商工会議所　ＴＥＬ：８３－４７７７

紀州有田商工会議所
相談及びセミナー参加ご希望の方は、当所までご連絡くださいＴＥＬ：８３－４７７７

窓口相談・セミナー等

５月７日㈬・１２日㈪
１９日㈪・２６日㈪

経営窓口相談
いずれも午後１時～３時
相談員　経営指導員

創業・融資・労務管理など
経営の諸問題についてご相談
をお受けします。

和歌山県よろず支援拠点
出張相談会

当商工会議所と和歌山県よろず
支援拠点が連携し、出張相談会
を開催します。
経営全般に係る相談会となって
おります。　　　※事前予約制
※詳しくは、商工会議所まで

５月１６日㈮
午後１時～３時

５月１４日㈬
午後１時～４時

メンタルヘルス対策相談
場所：紀州有田商工会議所

場所：紀州有田商工会議所

相談員：村上 寿美子 氏
・職場のうつ病対策
・セクハラ、パワハラ
・メンタルヘルス教育研修
・休職者への職場復帰支援
・心の健康づくりに関するご相談
※専門の産業カウンセラーが相談
　をお受けします。

５月１２日㈪
午後１時～３時

労 務 相 談
相談員　経営指導員

労働時間、就業規則、時間
外協定等労働に関する相談
及び各種助成金の相談

５月１３日㈫
午後１時～３時

金 融 相 談 会
場所：紀州有田商工会議所
相談員：日本政策金融公庫
　　　　担当者

運転資金が必要な方、設備
資金の必要な方はご相談く
ださい。

※詳しくは、商工会議所まで

エキスパートバンク

・事業計画の立て方
・販売促進
・店舗レイアウト、ディスプレ
　イ考案
・パソコンの有効活用
・会計システムの導入
・経営革新への取組等

※詳しくは、商工会議所まで

小規模事業者を対象に専門家が
支援サポート致します

相談員：河原貴博司法書
　　　　士事務所
　　　　河原 貴博 氏

申込、問合せは商工会議所へ

※相談無料、事前予約制

５月１２日㈪・２６日㈪
いずれも午後１時～３時

記帳・税務相談
場所：紀州有田商工会議所
簡易帳簿、複式記帳の付け
方（パソコン会計含む）や
税務に関する相談をお受け
します。

５月１６日㈮
午後１時～３時

年 金 相 談
場所：紀州有田商工会議所

５月１４日㈬
午後１時～３時

無料登記相談

相談員：村上寿美子
　　　　社会保険労務士

老齢年金、障害年金、
遺族年金などに関するご相談

5月

長峰山脈を眺めながら流るる有田川。近く聞こえるのは黒潮のさざ波。
自然豊かなこの有田で人々が培ってきた「いいもの、いっぴんありだもの」
その品々を未来に引き継いでいくために紀州有田商工会議所では、特色・生
産加工技術・品質・意匠・包装など特に優れた産品を「優良土産品」として
認定・推奨しています。

今　月　の
優良土産品

　

今
回
、
紹
介
す
る
優
良
土
産
品
『
勹
果
（
ほ
う
か
）』
は
和
歌
山
県
産
の

選
り
す
ぐ
り
の
果
物
の
美
味
し
さ
を
ギ
ュ
ッ
と
閉
じ
込
め
て
仕
上
げ
た
、
果

実
感
た
っ
ぷ
り
の
リ
キ
ュ
ー
ル
で
あ
る
。
果
物
の
甘
み
と
香
り
を
そ
の
ま
ま

楽
し
め
る
、
贅
沢
な
味
わ
い
が
魅
力
と
な
っ
て
い
る
。

　

和
歌
山
名
産
の
フ
ル
ー
ツ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
、
種
類
豊
富
な
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
が
揃
っ
て
い
る
。

〇
勹
果
　有
田
み
か
ん

　

有
田
み
か
ん
の
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
さ
が
広
が
り
、
ほ
の
か
な
苦
味
と
ス
ッ
キ

リ
感
が
味
わ
え
る
。

〇
勹
果
　和
歌
山
も
も

　

桃
の
果
実
を
そ
の
ま
ま
す
り
潰
し
た
よ
う
な
、
こ
っ
く
り
と
し
た
飲
み
口

が
特
徴
で
あ
る
。

〇
勹
果
　和
歌
山
じ
ゃ
ば
ら

　

酸
味
の
中
に
ほ
の
か
な
甘
味
と
、
じ
ゃ
ば
ら
特
有
の
程
よ
い
苦
味
が
白
ワ

イ
ン
の
風
味
と
共
に
爽
や
か
に
味
わ
え
る
。

〇
勹
果
　和
歌
山
ゆ
ず

　

薫
り
高
い
柚
子
と
白
ワ
イ
ン
が
織
り
成
す
爽
や
か
な
味
わ
い
を
楽
し
め
る
。

　

日
常
の
ひ
と
と
き
や
、
特
別
な
場
面
に
も
寄
り
添
う
、
や
さ
し
く
贅
沢
な

味
わ
い
を
堪
能
し
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

株式会社TOA　和歌山湯浅ワイナリー
『 勹　果（ほうか）』

【
お
問
合
せ
】

　

株
式
会
社　
Ｔ
Ｏ
Ａ

　
　
和
歌
山
県
有
田
市
初
島
町
浜
一
〇
〇
〇

　

和
歌
山
湯
浅
ワ
イ
ナ
リ
ー

　
　
和
歌
山
県
有
田
郡
湯
浅
町
栖
原
三
三
二

　
　
☎
〇
七
三
七
―
六
三
―
〇
〇
六
一

■
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

　
相
談

　

職
場
の
う
つ
病
対
策
、
セ

ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
教
育
研
修
、
休

職
者
へ
の
職
場
復
帰
支
援
、

心
の
健
康
づ
く
り
に
関
す
る

ご
相
談

■
年
金
相
談

　

年
金
に
関
す
る
相
談

〇
日
時
…
令
和
六
年
五
月
十

六
日
㈮

　

十
三
時
〜
十
五
時

〇
対
応
者
…
社
会
保
険
労
務

士　

村
上
寿
美
子 

氏

〇
相
談
申
込
…
紀
州
有
田
商

工
会
議
所

　

☎
〇
七
三
七
―

八
三
―
四
七
七
七

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
・

年
金
相
談
の
ご
案
内

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
・

年
金
相
談
の
ご
案
内

　

当
商
工
会
議
所
で
は
四
月

四
日
㈮
に
、
新
入
社
員
研
修

を
開
催
。当
日
は
、十
事
業
所

よ
り
二
十
四
名
が
参
加
し
た
。

　
（
公
財
）
日
本
電
信
電
話

ユ
ー
ザ
協
会
契
約
講
師
の
依

藤
由
香
講
師
よ
り
、
接
遇
応

対
、
言
葉
づ
か
い
、
電
話
対

応
な
ど
の
研
修
が
行
わ
れ

た
。
ま
た
、
当
商
工
会
議
所

職
員
よ
り
社
会
保
険
と
税
金

の
基
礎
知
識
の
説
明
を
行
っ

た
。
最
後
に
「
ど
の
よ
う
な

社
会
人
に
な
り
た
い
か
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
各
人
よ
り
発

表
を
行
っ
た
。
社
会
人
と
し

て
、
気
づ
か
い
が
出
来
る
人

に
な
り
た
い
や
、
学
ん
だ
こ

と
を
明
日
か
ら
実
践
し
よ
う

と
思
う
な
ど
、
前
向
き
な
意

見
の
多
い
発
表
と
な
っ
た
。

令
和
七
年
度

新
入
社
員
研
修
を
開
催

令
和
七
年
度

新
入
社
員
研
修
を
開
催

　

当
商
工
会
議
所
で
は
、
従

業
員
の
就
業
意
欲
向
上
や
福

利
厚
生
の
一
環
と
し
て
「
新

規
就
職
者
激
励
会
」
並
び
に

「
優
良
従
業
員
表
彰
」
を
以

下
の
と
お
り
開
催
す
る
。
現

在
、
対
象
と
な
る
従
業
員
の

参
加
申
込
、
推
薦
を
受
け
付

け
て
い
る
。

〇
式
典

・
日
時
：
令
和
七
年
六
月
二

十
五
日
㈬

　

受
付
：
十
五
時
三
十
分

　

開
会
：
十
六
時

・
会
場
：
株
式
会
社
橘
家

（
有
田
市
宮
原
町
新
町
一
七
）

〇
申
込
金

⑴
新
規
就
職
者
激
励
会
（
令

和
五
年
度
〜
令
和
七
年
度

に
採
用
さ
れ
た
方
）

　

一
名
に
つ
き
二
，〇
〇
〇

円
⑵
優
良
従
業
員
表
彰（
十
年
、

二
十
年
、
三
十
年
、
四
十

年
表
彰
と
も
）

一
名
に
つ
き
四
，〇
〇
〇

円
〇
申
込
方
法

　

商
工
会
議
所
ま
で
、
申
込

金
と
「
新
規
就
職
者
激
励
会

参
加
申
込
書
」・「
優
良
従
業

員
被
候
補
者
推
薦
書
」
を
添

え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

〇
申
込
締
切

　

令
和
七
年
五
月
九
日
㈮
十

七
時
ま
で

〇
問
合
せ

　

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

　

☎
〇
七
三
七
―

八
三
―
四
七
七
七

「
新
規
就
職
者
激
励
会
」
参
加
者

並
び
に
「
優
良
従
業
員
被
表
彰

者
」
の
推
薦
に
つ
い
て

「
新
規
就
職
者
激
励
会
」
参
加
者

並
び
に
「
優
良
従
業
員
被
表
彰

者
」
の
推
薦
に
つ
い
て

有
田
市
補
助
金
関
係

有
田
市
補
助
金
関
係

〜
当
所
労
働
保
険
事
務
組
合
〜

労
働
保
険
の
年
度
更
新

を
お
願
い
し
ま
す

〜
当
所
労
働
保
険
事
務
組
合
〜

労
働
保
険
の
年
度
更
新

を
お
願
い
し
ま
す

有
田
市
創
業
支
援
補
助
金

　

有
田
市
で
は
、
産
業
の
振
興

及
び
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、

有
田
市
内
で
創
業
す
る
方
に
創

業
時
に
係
る
経
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

〇
対
象
者

　

有
田
市
に
お
い
て
補
助
金
の

申
請
年
度
内
に
創
業
を
行
う
者

又
は
申
請
時
に
創
業
の
日
か
ら

六
ヶ
月
を
経
過
し
な
い
者
で

あ
っ
て
要
綱
に
定
め
ら
れ
た
条

件
を
満
た
し
て
い
る
者
。

〇
補
助
対
象
経
費

　

創
業
に
必
要
な
官
公
庁
へ
の

申
請
書
類
作
成
等
に
係
る
経

費
、
店
舗
等
借
入
費
、
設
備
費
、

試
供
品
サ
ン
プ
ル
品
製
作
に
係

る
原
材
料
費
、
知
的
財
産
権
等

関
連
経
費
、
謝
金
、
旅
費
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
費
、
広
報
費

〇
補
助
額

　

補
助
対
象
と
な
る
経
費
の
四

分
の
三
以
内
の
額
と
し
、
五
十

万
円
を
限
度
と
す
る
。

〇
申
請
受
付
中

有
田
市
魅
力
発
信
動
画
等

製
作
補
助
金

　

市
内
の
中
小
企
業
者
等
が
動

画
等
を
用
い
て
経
営
上
の
魅
力

や
自
社
製
品
の
強
み
を
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
の
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

〇
対
象
者

　

有
田
市
内
に
本
社
ま
た
は
主

た
る
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企

業
者
、
個
人
事
業
主
、
複
数
の

事
業
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る

団
体
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人

〇
補
助
対
象
事
業

　

令
和
七
年
度
中
に
完
了
す
る

も
の
で
、
次
の
経
費
が
補
助
対

象
事
業
。

・
事
業
者
等
の
紹
介
動
画
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
に
関
す

る
経
費

・
製
品
等
の
販
売
促
進
の
た
め

の
動
画
、カ
タ
ロ
グ
、パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
に
関
す
る
経
費

・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
開
設
若
し

く
は
改
良
に
関
す
る
経
費

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

出
店
す
る
場
合
の
初
期
経
費

・
S
N
S
等
の
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
の
開
設
に
関
す
る
経
費

・
店
頭
看
板
等
の
作
成
に
関
す

る
経
費

※
市
内
に
所
在
す
る
小
売
業
、

飲
食
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
等
の

店
舗
に
限
る

〇
補
助
率
（
上
限
額
）

　

動
画
等
の
製
作
に
係
る
経
費

の
二
分
の
一
以
内
（
補
助
上
限

額
三
十
万
円
）

〇
申
請
受
付
中

有
田
市
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

　

受
入
環
境
整
備
補
助
金

　

市
内
の
中
小
企
業
者
等
が
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
受
入
環
境
の
整
備

を
行
う
た
め
の
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

〇
対
象
者

　

有
田
市
内
に
本
社
ま
た
は
主

た
る
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企

業
者
、
個
人
事
業
主
、
複
数
の

事
業
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る

団
体
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人

〇
補
助
対
象
事
業

　

令
和
七
年
度
中
に
完
了
す
る

も
の
で
、
次
の
経
費
が
補
助
対

象
と
な
り
ま
す
。

・
店
頭
看
板
、
メ
ニ
ュ
ー
等
の

多
言
語
表
示
に
関
す
る
経
費

・
自
社
サ
イ
ト
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
の
多
言
語
化
に
関
す
る

経
費

・
対
象
経
費
の
例　

翻
訳
料
、

　

デ
ザ
イ
ン
費
、
作
成
費
等

※
英
語
を
含
む
一
カ
国
語
以
上

の
翻
訳
を
伴
う
も
の
が
対
象

で
す
。
E
C
サ
イ
ト
等
、
主

に
観
光
客
以
外
へ
の
発
信
を

目
的
と
す
る
も
の
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

・
店
頭
ス
タ
ッ
フ
等
に
対
す
る

訪
日
外
国
人
対
応
研
修
に
関

す
る
経
費

・
訪
日
外
国
人
に
向
け
た

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入

に
関
す
る
経
費

※
日
本
国
内
で
し
か
普
及
し
て

い
な
い
決
済
方
法
の
み
を
導

入
す
る
も
の
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

※
決
済
手
数
料
等
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

〇
補
助
金
額

　

補
助
経
費
の
二
分
の
一
以
内

（
補
助
上
限
額
三
十
万
円
）

〇
申
請
受
付
中

　

掲
載
各
種
補
助
金
の
問
合
せ

は
、
有
田
市
産
業
振
興
課

　

☎
〇
七
三
七
―

二
二
―
三
六
二
四

　

当
商
工
会
議
所
は
、
令
和

七
年
度
の
商
工
業
者
の
皆
さ

ん
と
商
工
会
議
所
の
パ
イ
プ

役
と
な
る
〝
小
規
模
振
興
委

員
〞
に
次
の
方
々
を
委
嘱
し

た
。（
敬
称
略
）

○
登
尾　

時
方

　
（
㈱
登
尾
商
店
）

〇
則
岡　

新
吾 

　
（
則
岡
醤
油
醸
造
元
）

○
尾
藤　

好
彦

　
（
ラ
イ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
）

〇
御
前　

匡
史 

　
（
み
さ
き
不
動
産
）

○
宮
﨑　

佳
也

　
（
宮
﨑
写
真
館
）

〇
森
川　

雅
広 

　
（
司
鈑
金
塗
装
工
業
所
）

令
和
七
年
度　
小
規
模

振
興
委
員
決
ま
る

令
和
七
年
度　
小
規
模

振
興
委
員
決
ま
る

企
業
経
営
パ
ー
ト
ナ
ー

企
業
経
営
パ
ー
ト
ナ
ー

企
業
経
営
パ
ー
ト
ナ
ー

　

現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
労

働
保
険
の
有
効
期
限
は
、
令

和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

労
働
保
険
事
務
を
当
商
工

会
議
所
に
委
託
さ
れ
て
い
る

事
業
所
の
方
は
送
付
し
て
お

り
ま
す
賃
金
等
の
報
告
書
、

有
期
事
業
報
告
書
へ
の
記
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

※

尚
、
賃
金
等
の
報
告
書
に

つ
い
て
は
令
和
六
年
四
月

〜
令
和
七
年
三
月
支
払

分
、
有
期
事
業
報
告
書
に

つ
い
て
は
令
和
六
年
四
月

一
日
〜
令
和
七
年
三
月
三

十
一
日
の
間
で
完
成
し
た

工
事
を
記
載
く
だ
さ
い
。

〇
有
田
海
南
道
路

　

国
道
四
十
二
号
有
田
海
南

道
路
は
、
有
田
市
野
〜
海
南

市
冷
水
ま
で
の
延
長
九
．四

㎞
の
事
業
で
あ
る
。

　

現
道
の
国
道
四
十
二
号

は
、
平
日
朝
夕
の
通
勤
ピ
ー

ク
時
間
帯
や
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
や
お
盆
休
み
な
ど
の

観
光
シ
ー
ズ
ン
に
大
規
模
な

渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
。
冷

水
拡
幅
、
有
田
海
南
道
路
の

整
備
に
よ
り
国
道
四
十
二
号

の
交
通
処
理
能
力
が
増
加

し
、
渋
滞
の
解
消
及
び
所
要

時
間
の
短
縮
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

　

事
業
区
間
と
並
行
す
る
国

道
四
十
二
号
の
死
傷
事
故
は

追
突
が
約
七
割
を
占
め
て
い

る
。
特
に
黒
田
交
差
点
〜
長

保
寺
入
口
交
差
点
で
事
故
が

多
く
、
死
傷
事
故
率
は
県
内

平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。
国

道
四
十
二
号
の
交
通
量
が
有

田
海
南
道
路
へ
転
換
す
る
こ

と
で
、
現
道
の
交
通
量
が
減

少
す
る
こ
と
で
交
通
事
故
減

少
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、国
道
四
十
二
号
は
、

高
さ
三
．八
を
超
え
る
車
両

の
通
行
が
困
難
な
ト
ン
ネ
ル

が
五
箇
所
あ
り
、
ト
ン
ネ
ル

と
荷
物
が
接
触
す
る
事
故
も

発
生
し
て
い
る
。
有
田
海
南

道
路
の
整
備
に
よ
り
高
さ

三
．八
ｍ
を
超
え
る
コ
ン
テ

ナ
車
や
大
型
貨
物
の
特
殊
車

両
が
通
行
可
能
と
な
り
、
物

流
支
援
も
期
待
さ
れ
て
い

る
。

　

さ
ら
に
は
、
近
い
将
来
発

生
が
予
測
さ
れ
て
い
る
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生
し

た
場
合
、
津
波
に
よ
り
浸
水

し
、
道
路
が
寸
断
さ
れ
る
と

予
測
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の

孤
立
防
止
や
復
旧
・
復
興
活

動
の
円
滑
化
に
も
寄
与
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

〇
計
画
諸
元

■
路
線
名
：
国
道
四
十
二
号

有
田
海
南
道
路

■
区
間
：
自
）
有
田
市
野

　
　
　
　

至
）
海
南
市
冷
水

■
延
長
：
九
．四
㎞

■
構
造
規
格
：
第
三
種
第
二

級
■
設
計
速
度
：
六
十
㎞
／
ｈ

■
車
線
数
：
二
車
線

〇
事
業
の
経
過

・
平
成
二
十
年
三
月
：
都
市

計
画
決
定

・
平
成
二
十
年
度
：
事
業
着

手
・
平
成
二
十
七
年
：
工
事
着

手

〇
主
な
工
事
進
捗
状
況

【
①
二
号
橋
／
新
堂
地
区
】

　

有
田
サ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
と
一

号
ト
ン
ネ
ル
を
結
ぶ
二
号
橋

や
改
良
工
事
を
進
め
て
い

る
。
本
年
度
二
号
橋
の
施
工

を
予
定
し
て
い
る
。

【
②
有
田
海
南
道
路
一
号
ト

ン
ネ
ル
工
事
／
鰈
川
地

区
】

　

有
田
市
と
海
南
市
を
結
ぶ

一
号
ト
ン
ネ
ル
（
約
一
．五

㎞
）
の
開
通
に
向
け
、
掘
削

作
業
を
進
め
て
い
る
。
令
和

七
年
三
月
末
現
在
、
六
六
〇

ｍ
の
掘
削
が
完
了
し
て
い

る
。

【
③
④
五
号
ト
ン
ネ
ル
／
小

南
地
区
、
冷
水
地
区
】

　

海
南
市
下
津
町
小
南
地
区

か
ら
冷
水
地
区
を
結
び
、
有

田
海
南
道
路
で
最
長
と
な
る

ト
ン
ネ
ル
（
Ｌ
＝
二
，〇
三

三
ｍ
）
で
あ
る
。
小
南
、
冷

水
区
間
の
二
．九
㎞
に
つ
い

て
は
本
年
春
開
通
予
定
で
あ

る
。

　

地
域
の
皆
さ
ま
の
関
心
も

高
い
事
項
で
あ
り
、
今
後
も

随
時
、状
況
の
報
告
を
行
う
。

　
国
道
四
十
二
号
「
有
田
海
南
道
路
」
は
、
国
道
四
十
二
号
有

田
市
か
ら
海
南
市
の
区
間
（
二
車
線
）
に
お
い
て
発
生
し
て
い

る
朝
夕
の
通
勤
時
間
帯
の
交
通
混
雑
の
緩
和
及
び
現
道
の
事
故

危
険
箇
所
対
策
（
四
箇
所
）
を
目
的
と
し
た
バ
イ
パ
ス
で
あ
る
。

　
今
般
、
現
在
の
有
田
海
南
道
路
の
概
要
と
現
在
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
報
告
す
る
。

有
田
海
南
道
路

有
田
海
南
道
路

有
田
海
南
道
路

今
春
開
通

今
春
開
通

今
春
開
通

小
南
地
区
〜
冷
水
地
区
間

小
南
地
区
〜
冷
水
地
区
間

小
南
地
区
〜
冷
水
地
区
間

工事進捗状況
完　成

工事中

未着手

令和7年3月

至
御
坊
市

至
和
歌
山
市

有田
サンブリッジ 2号橋 3号橋 4号橋 5号橋 6号橋 冷水跨線橋

① ② ③ ④

1号トンネル
L=約1.5km

2号トンネル
L=約1.2km

3号トンネル
L=約1.7km

4号トンネル
L=約0.1km

5号トンネル
L=約2.0km

1,206m掘削
（R3.7掘削完了）

827m掘削
（R5.2掘削完了）

（撤去済）



（第 6 7 5 号）（2） 令和 7年 5月 1日（毎月 1日発行）

足と身体の健康工房

5本指
1,980円

紀州有田商工会議所3階
☎0737-83-3371

靴下をはくだけで
外反母趾の角度が改善します。

あなたを
える靴下支

パート募集中

時　給
1,100円～1,200円

☎0737-82-4751
担当：上田

株式会社奥田
有田市千田 1 0 4 0

工場内作業（手袋製造）
着物丸洗い

アカウント

営業日、商品情報
　　など情報発信中！

kimono_marui

インスタグラム始めました！

3,600円～

【営業時間】11時00分～17時00分
【定休日】木曜・日曜・祝日TEL.073（426）7807

和歌山市吹屋町5丁目35－1きもの　ＯＬＤ＆ＮＥＷ

特産品販売所あり太くん
紀州有田商工会議所1階で

営業時間：平日10時～16時
定 休 日：日曜、月曜、祝日

営業中!!

【開催場所】大阪　夢洲

2025年大阪・関西万博
開催中！

【開催期間】
2025年4月13日（日）

～10月13日（月）

©Expo 2025

　

５
月
の
天
気
と
い
え
ば
、

晴
れ
て
穏
や
か
な
日
が
多
い

イ
メ
ー
ジ
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
気
温
も
上
が
り
、
１

年
で
一
番
快
適
な
陽
気
に
な

り
ま
す
。
西
か
ら
次
々
に

や
っ
て
く
る
移
動
性
高
気
圧

に
覆
わ
れ
る
た
め
で
す
が
、

気象予報士×税理士  気象予報士×税理士  藤富郷の

こ
の
時
期
は
ま
だ
台
風
が
近

づ
く
こ
と
も
な
く
、
梅
雨
も

も
う
少
し
先
な
の
で
、
高
い

確
率
で
お
出
か
け
日
和
に
な

り
ま
す
。

　

一
方
で
、
５
月
は
春
か
ら

初
夏
へ
と
進
む
季
節
の
変
わ

り
目
で
も
あ
り
ま
す
。
日
本

付
近
で
は
南
か
ら
入
り
始
め

た
初
夏
の
暖
気
と
、
北
に
残

る
冬
の
寒
気
が
せ
め
ぎ
合
っ

て
い
る
状
態
で
す
。
ひ
と
た

び
移
動
性
高
気
圧
が
東
へ
離

れ
る
と
、
こ
の
暖
気
と
寒
気

の
境
目
に
低
気
圧
が
発
生

し
、
天
気
が
崩
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
う
し
た
南
北
の
寒

暖
差
が
大
き
い
場
合
は
、
低

気
圧
が
発
達
し
や
す
く
、
時

折
、
日
本
付
近
で
台
風
並
み

に
急
発
達
す
る
低
気
圧
が
現

れ
ま
す
。
こ
れ
を
春
の
嵐

「
メ
イ
ス
ト
ー
ム
」
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
全
国
的
に
大
荒

れ
の
天
気
に
な
り
、
豪
雨
や

暴
風
、
高
波
な
ど
で
被
害
の

発
生
に
つ
な
が
る
た
め
警
戒

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
「
メ
イ
ス
ト
ー
ム
」

と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
た

き
っ
か
け
は
、
１
９
５
４
年

５
月
10
日
、
北
海
道
の
東
海

上
で
急
発
達
し
た
低
気
圧
に

よ
っ
て
、
漁
船
が
大
量
に
遭

難
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。
た
っ
た
１
日
で
台
風
並

み
に
発
達
し
、
被
害
を
避
け

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

で
す
。

　

メ
イ
ス
ト
ー
ム
は
台
風
並

み
と
い
っ
て
も
、
台
風
と
は

大
き
く
違
う
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
影
響
範
囲

で
す
。
台
風
に
お
け
る
暴
風

の
範
囲
は
、
中
心
付
近
の
暴

風
域
の
円
内
で
、
進
路
か
ら

離
れ
た
場
所
で
は
比
較
的
穏

や
か
で
す
。

　

一
方
、メ
イ
ス
ト
ー
ム
は
、

暴
風
の
範
囲
が
広
く
、
中
心

か
ら
離
れ
て
い
て
も
強
い
風

が
吹
き
荒
れ
ま
す
。
発
達
度

合
い
に
よ
っ
て
は
、
日
本
列

島
が
す
っ
ぽ
り
と
暴
風
エ
リ

ア
に
入
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
範
囲
が
広
い
と
い
う
こ

と
は
、
台
風
よ
り
も
暴
風
を

受
け
る
時
間
が
長
く
な
り
、

台
風
一
過
の
よ
う
に
急
速
な

回
復
も
あ
り
ま
せ
ん
。
広
範

囲
の
暴
風
・
豪
雨
に
よ
り
、

各
地
で
災
害
を
も
た
ら
し
、

◎
あ
て
先
＝

　

〒
６
４
９
―
０
３
９
８

　

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

『
商
工
ニ
ュ
ー
ス
パ
ズ
ル
係
』

◎
応
募
は
が
き
に
は
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
年
齢
を

は
っ
き
り
書
い
て
下
さ
い
。

◎
賞
　
品
＝
一
月
〜
六
月
号

を
対
象
に
抽
選

◎
四
月
号
の
正
解
は
「
８
」

で
し
た
。

☆
応
募
要
項

◎
応
募
締
め
切
り
＝

　

五
月
十
日
（
消
印
有
効
）

◎
発
　
表
＝
六
月
号
で

◎
官
製
は
が
き
に
五
月
号
と

明
記
の
う
え
五
月
号
で
良

か
っ
た
記
事
・
感
想
・
市
内

の
ニ
ュ
ー
ス
等
と
お
答
え
を

書
い
て
下
さ
い
。
投
稿
い
た

だ
い
た
感
想
の
中
か
ら
趣
旨

を
変
え
な
い
範
囲
で
添
削
や

割
愛
し
て
「
市
民
の
窓
」
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
匿
名
希
望
も
可
）

 

　

短
歌
、
い
つ
も
楽
し
く
読

ま
せ
て
も
ら
っ
て
ま
す
。
皆

さ
ん
と
て
も
お
上
手
で
う
ら

や
ま
し
い
で
す
。

（
箕
島　

中
尾
あ
や
子
さ
ん
）

◆

　

大
阪
・
関
西
万
博
チ
ケ
ッ

ト
確
保
し
ま
し
た
。
和
歌
山

関
連
の
催
し
に
合
わ
せ
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
初
島
町　

PN
：
パ
ン
ダ
さ

ん
）

◆

　

新
学
期
、
新
入
生
、
新
社

会
人
は
じ
ま
り
の
季
節
で
す

ね
。
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。
み

ん
な
が
輝
い
て
み
え
ま
す
。

元
気
も
ら
い
ま
す
。

（
箕
島　

比
嘉
弥
千
代
さ
ん
）

◆

　

大
阪
・
関
西
万
博
で
有
田

を
〝
体
験
す
る
〞〝
味
わ
う
〞

〝
知
る
〞
こ
と
が
で
き
る
そ

う
で
す
。
世
界
の
皆
さ
ん
に

有
田
の
良
さ
を
感
じ
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

（
初
島
町　

大
谷
マ
サ
子
さ

ん
）

　

数
年
前
か
ら
ボ
ケ
防
止
に

ナ
ン
プ
レ
を
始
め
ハ
マ
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
最
初
は
若

い
人
に
教
わ
り
、
今
で
は
難

問
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

解
け
た
と
き
の
喜
び
に
満
足

で
す
。

（
港
町　

喜
夛
洋
子
さ
ん
）

◆

交
通
機
関
の
乱
れ
や
停
電
の

影
響
も
広
く
な
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
す
。

　

最
近
は
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
い
て
メ
イ

ス
ト
ー
ム
で
は
な
く
「
爆
弾

低
気
圧
」
と
い
う
言
葉
が
多

く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
気
象
庁
で
は
、
爆
弾

低
気
圧
は
「
使
用
を
控
え
る

用
語
」と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

一
年
を
通
し
て
使
い
や
す

く
、
爆
弾
と
い
う
強
い
言
葉

で
災
害
の
危
険
性
が
伝
わ
る

の
で
あ
れ
ば
、
い
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

５
月
は
レ
ジ
ャ
ー
の
季
節

で
す
が
、
旅
先
で
の
被
害
に

注
意
が
必
要
で
す
。
特
に
山

の
レ
ジ
ャ
ー
で
は
、
低
気
圧

が
近
づ
く
前
は
暖
湿
流
に
よ

る
雪
崩
、
通
過
中
は
長
時
間

の
暴
風
、
通
過
後
は
急
激
な

気
温
の
低
下
で
低
体
温
症
の

危
険
が
あ
り
ま
す
。
お
出
か

け
の
際
は
、
予
報
を
し
っ
か

り
と
確
認
す
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

気
象
予
報
士
兼
税
理
士

藤
富　

郷

※
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
ま
た
は
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
ア
リ
ッ
サ
の
お
は
な
し
会

（
乳
幼
児
〜
就
園
前
く
ら
い
）

・
日
時
…
五
月
一
日
㈭

　
　
　
　

十
時
三
十
分
〜 

・
内
容
…
絵
本
な
ど
の
読
み
聞

か
せ

◆「
ボ
タ
ニ
カ
ル
フ
レ
ー
ム
作

り
」（
大
人
向
け
）

・
日
時
…
五
月
十
二
日
㈪

　
　
　
　

十
三
時
三
十
分
〜

　
　
　
　
（
一
時
間
程
度
）

・
参
加
費
…
一
人
五
〇
〇
円

　
（
材
料
費
・
保
険
料
含
む
）

申
込
受
付
中
。
定
員
八
名
に

な
り
次
第
締
切
（
先
着
順
）。

◆
水
曜
映
画
会
（
大
人
向
け
）

・
日
時
…
五
月
十
四
日
㈬

　
　
　
　

十
四
時
〜

・
内
容
…「
ふ
ま
じ
め
通
信
」

　　
　
　

（
約
九
十
分
）

◆
も
り
の
か
み
し
ば
い
屋
さ
ん

（
こ
ど
も
向
け
）

・
日
時
…
五
月
十
七
日
㈯

　
　
　
　

十
四
時
〜

・
内
容
…
紙
芝
居
の
読
み
聞
か

せ
◆
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
さ
や
き

　

お
は
な
し
会
（
こ
ど
も
向
け
）

・
日
時
…
五
月
二
十
四
日
㈯

　
　
　
　

十
時
三
十
分
〜

・
内
容
…
絵
本
や
紙
芝
居
の
読

み
聞
か
せ

◆
シ
モ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
「
ハ
ー
バ

リ
ウ
ム
作
り
」

・
日
時
…
六
月
一
日
㈰

　
　
　
　

十
三
時
三
十
分
〜

　
　
　
　
（
一
時
間
程
度
）

・
対
象
…
中
高
校
生

・
参
加
費
…
一
人
五
〇
〇
円

　
（
材
料
費
・
保
険
料
含
む
）

・
申
込
み
：
五
月
十
七
日
㈯
九

時
三
十
分
か
ら
五
月
二
十
三

日
㈮
二
十
時
ま
で
、
定
員
八

名
に
な
り
次
第
締
切
。

　

締
切
日
時
点
で
定
員
に
達
し

て
い
な
い
場
合
は
、
対
象
年

齢
を
広
げ
て
追
加
募
集
を
行

い
ま
す
の
で
、
図
書
館
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

申
込
み
は
こ
ち
ら
か
ら
←

　
◆
あ
か
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
（
休
館

日
を
除
く
毎
週
木
曜
日
の
午

前
中
）

★
と
て
も
便
利
！
あ
り
だ
市
電

子
図
書
館

　

料
理
レ
シ
ピ
本
、
旅
行
ガ
イ

ド
、
ビ
ジ
ネ
ス
本
、
小
説
、
雑

誌
、
絵
本
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

旅
先
で
、通
勤
電
車
の
中
で
、

ま
た
有
田
市
図
書
館
が
閉
ま
っ

て
い
る
時
で
も
便
利
に
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

　

有
田
市
図
書
館
利
用
券
の
番

号
と
生
年
月
日
で
、
ロ
グ
イ
ン

が
で
き
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
有
田
市
図

書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
で
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

　
★
有
田
市
図
書
館
開
館
時
間

平
日
・
土
曜
日

　
　

九
時
三
十
分
〜
二
十
時

日
曜
・
祝
日
・
振
替
休
日　

　
　

九
時
三
十
分
〜
十
七
時

★
五
月
の
図
書
館
休
館
日

毎
週
火
曜
日
と
、
図
書
整
理

日
の
五
月
三
十
日
㈮

　

問
…
有
田
市
図
書
館

　
　

☎
八
二
―
三
二
二
〇

し
催
と
会

☆
五
月
七
日
…
広
報
委
員
会

☆
五
月
九
日
・
十
日
…

　

大
阪
・
関
西
万
博
Ａ
Ｒ
Ｉ

Ｄ
Ａ　
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

☆
五
月
十
五
日
・
十
六
日
…

全
国
商
工
会
議
所
専
務
理

事
・
事
務
局
長
会
議

☆
五
月
十
六
日
…
常
議
員
会

☆
五
月
十
六
日
…
表
彰
審
査

委
員
会

☆
五
月
十
八
日
…
第
六
回
駅

マ
ル
シ
ェ

☆
五
月
二
十
一
日
…
工
業
部

会
も
の
づ
く
り
研
究
会

と
こ
と
ひ

▼
し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま
と
ん
だ

　

や
ね
ま
で
と
ん
だ

　

や
ね
ま
で
と
ん
で

　

こ
わ
れ
て
き
え
た

▼
皆
さ
ん
ご
存
じ
で
あ
ろ
う

童
謡
「
シ
ャ
ボ
ン
玉
」
の

歌
詞
で
あ
る
。

　

歌
詞
は
儚
さ
を
感
じ
る
も

の
で
あ
る
が
、
曲
調
は
明

る
く
子
ど
も
の
頃
、
シ
ャ

ボ
ン
玉
を
吹
き
な
が
ら
口

ず
さ
み
楽
し
ん
だ
方
も
多

い
こ
と
だ
ろ
う
。

▼
先
日
、
夜
に
シ
ャ
ボ
ン
玉

を
吹
い
て
い
る
人
が
い
た

の
で
眺
め
て
い
た
。
そ
の

泡
は
壊
れ
て
消
え
ず
、
夜

闇
の
中
に
吸
い
込
ま
れ
て

い
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
最
後
に
は
壊

れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る

が
、
視
界
か
ら
消
え
る
こ

と
で
ど
こ
か
へ
と
ん
で
永

遠
と
漂
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
期
待
を
し
て
し

ま
っ
た
。

▼
何
気
な
い
シ
ャ
ボ
ン
玉
の

　

話
を
こ
の
〝
ひ
と
こ
と
〞

　

に
書
い
て
い
る
の
は
、
あ

の
日
の
シ
ャ
ボ
ン
玉
が
私

の
中
で
、
ま
だ
漂
っ
て
い

る
か
ら
な
の
か
も
し
れ
な

い
。

（
編
集
事
務
局
）

　

当
商
工
会
議
所
で
は
会
員

事
業
所
の
新
商
品
や
新
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
情
報
を
メ
デ
ィ

ア
機
関
に
提
供
し
、
メ
デ
ィ

ア
掲
載
な
ど
の
後
方
支
援
を

目
的
と
し
た
「
プ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を

開
始
し
ま
す
。
新
商
品
や
新

サ
ー
ビ
ス
を
広
く
対
外
へ
周

知
し
た
い
が
プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
な

ど
、
お
悩
み
の
際
に
は
本
事

業
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

〇
事
業
概
要

　

新
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
情
報

な
ど
広
報
し
た
い
内
容
を
当

商
工
会
議
所
が
発
行
元
と
な

り
各
メ
デ
ィ
ア
へ
発
信
し
ま

す
。
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
原
稿

作
成
の
サ
ポ
ー
ト
も
行
い
ま

す
。

〇
手
順

①　

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
依
頼

書
を
作
成
し
申
込
み

②　

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
原
稿

内
容
の
作
成
・
打
合
せ

③　

作
成
原
稿
を
当
商
工
会

議
所
が
発
行
元
と
な
り

メ
デ
ィ
ア
へ
発
信

④　

メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
問
合

せ
、
取
材
依
頼
が
あ
れ

ば
事
業
所
で
ご
対
応
く

だ
さ
い

〇
注
意
事
項

・
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
サ
ポ
ー

ト
事
業
は
メ
デ
ィ
ア
掲
載

を
確
約
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

・
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
依
頼
書

の
内
容
に
よ
っ
て
は
プ
レ

ス
リ
リ
ー
ス
を
お
断
り
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

〇
申
込
方
法

　

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
プ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
よ

り
依
頼
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
必
要
事
項
を
記
入
し
て
担

当
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト

事
業
の
ご
案
内

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト

事
業
の
ご
案
内

有
田
市
少
年
少
女
合
唱
団
テ
ィ
ン
ク
ル

　
　
　
　
　
　
第
三
十
回
定
期
演
奏
会
　

・
日
時
…
五
月
十
八
日
㈰　

　
　
　
　

開
場
十
三
時　

開
演
十
三
時
三
十
分

・
会
場
…
有
田
市
民
会
館　

紀
文
ホ
ー
ル

・
入
場
無
料

・
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

♪
第
一
部
…
ペ
ガ
サ
ス　
未
来
が
生
ま
れ
て
る　
他

　

♪
第
二
部
…
テ
ィ
ン
ク
ル
歴
代
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
合
唱
曲

　
　
　
　
　
　

披
露

　

♪
第
三
部
…
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ソ
ン
グ
メ
ド
レ
ー

　

♪
第
四
部
…
テ
ィ
ン
ク
ル
の
歌　
に
じ　

他

有
田
市
吹
奏
楽
団

　
　
　
　
　
第
三
十
六
回
定
期
演
奏
会

・
日
時
…
五
月
二
十
五
日
㈰

　
　
　
　

開
場
十
三
時
三
十
分　

開
演
十
四
時

・
会
場
…
有
田
市
民
会
館　

紀
文
ホ
ー
ル

・
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

♪
梁
塵
秘
抄
〜
熊
野
古
道
の
幻
想
〜

　

♪
Ｓ
Ｎ
Ｓ
バ
ズ
り
メ
ド
レ
ー
Ｖ
ｏ
ｌ
．三

　

♪
銀
河
鉄
道
９
９
９

・
入
場
無
料

・
問
…
有
田
市
吹
奏
楽
団

第
四
十
四
回
　
洋
画
　
蟻
の
会
展

・
日
時
…
五
月
三
十
一
日
㈯
〜
六
月
二
日
㈪

　
　
　
　

九
時
三
十
分
〜
十
七
時
三
十
分

　
　
　
　
（
最
終
日
：
十
六
時
三
十
分
）

・
会
場
…
有
田
市
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー　
三
階　
大
会
議
室

・
入
場
無
料

第
十
四
回
　み
か
ん
の
里
で
踊
り
ま
S
h
o
w
！

・
日
時
…
六
月
八
日
㈰　

十
三
時
〜
十
五
時
三
十
分

・
会
場
…
有
田
市
民
会
館　

紀
文
ホ
ー
ル

・
主
催
…
み
か
ん
の
里
で
踊
り
ま
S
how
！
実
行
委
員
会

・
後
援
…
有
田
市
文
化
協
会

市
内
イ
ベ
ン
ト
情
報

市
内
イ
ベ
ン
ト
情
報

阪
田
知
樹
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

・
日
時
…
七
月
十
三
日
㈰

・
開
場
…
十
三
時
三
十
分

・
開
演
…
十
四
時

　
（
約
一
二
〇
分
）

・
チ
ケ
ッ
ト
…
五
月
四
日
㈰
販

売
開
始

【
全
席
指
定
】

一
般
…
前
売
券 

一
，五
〇
〇
円

（
当
日
二
，〇
〇
〇
円
）

高
校
生
…
前
売
券
八
〇
〇
円

（
当
日
一
，〇
〇
〇
円
）

小
中
学
生
…
前
売
券
五
〇
〇
円

（
当
日 

八
〇
〇
円
）

・
販
売
場
所
…
市
民
会
館
、

　

イ
ー
プ
ラ
ス

※
有
田
市
子
育
て
ス
マ
イ
ル
チ

ケ
ッ
ト
対
応
。

紀
文
ホ
ー
ル
ア
ニ
メ
映
画
会

「
北
極
百
貨
店
の
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
さ
ん
」

・
日
時
…
七
月
二
十
七
日
㈰

・
開
場
…
十
三
時
三
十
分

・
開
演
…
十
四
時

　
（
約
七
十
分
）

・
整
理
券
…
五
月
十
日
㈯
配
布

開
始

※
予
定
枚
数
に
達
し
次
第
終
了

【
全
席
自
由
】
入
場
無
料
（
要

整
理
券
）

※
字
幕
付
き

・
配
布
場
所
…
市
民
会
館

紀
文
ホ
ー
ル
映
画
会

「
お
終
活
　
再
春
！
人
生
ラ
プ

ソ
デ
ィ
」

・
日
時
…
六
月
二
十
二
日
㈰

・
開
場
…
十
三
時
三
十
分

・
開
演
…
十
四
時

　
（
約
一
二
〇
分
）

整
理
券
配
布
中

※
予
定
枚
数
に
達
し
次
第
終
了

【
全
席
自
由
】
入
場
無
料
（
要

整
理
券
）

※
字
幕
付
き

・
配
布
場
所
…
市
民
会
館

・
問…
有
田
市
民
会
館　

　
　

☎
八
二―

二
六
二
六

窓
の
民
市

有
田
市
民
会
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

有
田
市
民
会
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

有
田
市
図
書
館
イ
ベ
ン
ト

有
田
市
図
書
館
イ
ベ
ン
ト

　

き
の
く
に
線
駅
マ
ル
シ
ェ

は
、
き
の
く
に
線
を
フ
ィ
ー

ル
ド
に
〝
駅
か
ら
始
ま
る
ま

ち
づ
く
り
・
地
域
活
性
〞
の

き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
る
も

の
で
、
多
様
な
店
舗
や
人
が

集
う
マ
ル
シ
ェ
形
態
の
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

　

第
六
回
で
は
「
ち
ょ
っ
と

駅
い
こ
か
〜
。〜
フ
ー
ド
ホ
ー

ル
・
バ
ル
・
カ
フ
ェ
、
三
つ

の
駅
待
ち
体
験
〜
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、
各
駅
で
テ
ー
マ

を
設
定
し
て
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日
時

　

五
月
十
八
日
㈰

　

十
時
〜
十
六
時

■
開
催
場
所

Ｊ
Ｒ
初
島
駅
、
箕
島
駅
、

紀
伊
宮
原
駅

■
駅
テ
ー
マ

・
初
島
駅
：「
家
族
で
遊
ん

で
食
べ
て
賑
わ
う
、
フ
ー

ド
ホ
ー
ル 

は
つ
し
ま
ｓ

ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」

・
箕
島
駅
：「
食
べ
歩
き
・

飲
み
歩
き
で
遊
べ
る
、
駅

前
バ
ル 

み
の
し
ま
ｓ
ｔ

ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」

・
紀
伊
宮
原
駅
：「
ま
っ
た

り
を
楽
し
む
、
カ
フ
ェ
＆

雑
貨　

み
や
は
ら
ｓ
ｔ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」

※
各
駅
の
出
店
者
・
実
施
イ

ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
き

の
く
に
線
駅
マ
ル
シ
ェ
Ｉ

ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

●
床
上
操
作
式
ク
レ
ー
ン
運

転
技
能
講
習

・
日
程

　
【
学
科
】
六
月
二
十
六
日
㈭

　
　

・
二
十
七
日
㈮

　
【
実
技
】

　
　

Ａ
六
月
二
十
八
日
㈯

　
　

Ｂ
六
月
二
十
九
日
㈰

　
　

Ｃ
七
月
五
日
㈯

実
技
は
申
込
順
に
日
程

振
分
け

・
定
員
：
三
十
名
（
定
員
に

な
り
次
第
締
切
）

・
場
所
：
中
紀
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー

・
受
講
料
：
三
一
，六
〇
〇
円

●
申
込
・
問

　
（
公
社
）和
歌
山
県
労
働
基

準
協
会　

日
高
有
田
支
部

　

☎
〇
七
三
八―

二
三―

二
〇
四
九

（
公
社
）和
歌
山
県
労
働
基
準
協
会
　日
高
有
田
支
部

講
習
の
ご
案
内

（
公
社
）和
歌
山
県
労
働
基
準
協
会
　日
高
有
田
支
部

講
習
の
ご
案
内

　

有
田
市
に
お
け
る
空
き
家

の
状
況
は
住
宅
数
が
一
一
，

三
二
〇
戸
、空
き
家
数
は
二
，

三
五
〇
戸
と
な
っ
て
お
り
、

空
き
家
率
は
二
〇
．八
％
と

平
成
三
十
年
と
比
較
し
て

三
．六
％
増
加
し
て
い
る
。

（
総
務
省
統
計
局　
平
成
三
十

年
、
令
和
五
年　
住
宅
・
土

地
統
計
調
査
）

　

空
き
家
の
課
題
と
し
て

は
、
地
震
な
ど
に
よ
る
倒
壊

や
火
災
な
ど
防
災
上
の
問
題

や
、
防
犯
上
の
問
題
、
草
木

の
繁
茂
や
ゴ
ミ
、
害
虫
・
害

獣
に
よ
る
衛
生
上
の
問
題
な

ど
、
周
辺
環
境
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。

　

有
田
市
で
は
空
き
家
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し

て
、
有
田
市
の
空
き
家
の
利

活
用
に
つ
い
て
有
田
市
地
域

お
こ
し
協
力
隊
が
相
談
を
受

け
る
「
空
き
家
相
談
室
」
を

開
設
し
た
。

　

こ
の
空
き
家
相
談
室
で

は
、
一
級
建
築
士
の
資
格
を

持
つ
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が

空
き
家
の
利
活
用
方
法
に
つ

い
て
相
談
対
応
を
行
う
。

　
有
田
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

堤　

康
浩　
氏

一
級
建
築
士
／
耐
震
診
断
士

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

一
九
九
二
年
群
馬
県
出

身
。
前
橋
工
科
大
学
建
築
学

科
を
卒
業
後
、
設
計
事
務
所

勤
務
を
経
て
、
二
〇
二
〇
年

よ
り
建
築
デ
ザ
イ
ン
事
務
所

「
デ
ザ
イ
ン
オ
ツ
」
を
共
同

主
宰
。
二
〇
二
四
年
十
二
月

よ
り
有
田
市
に
移
住
し
地
域

お
こ
し
協
力
隊
に
着
任
し

た
。

　

四
月
二
十
日
㈰
、
相
談
室

が
設
置
さ
れ
た
複
合
施
設
辻

本
に
お
い
て
「
空
き
家
改
修

内
覧
会
」が
開
催
さ
れ
た
。ま

た
当
日
十
三
時
よ
り
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
も
実
施
さ
れ
た
。

　

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

は
じ
め
に
有
田
市
経
営
企
画

課
ま
ち
づ
く
り
係
の
担
当
者

よ
り
、
空
き
家
・
空
き
地
バ

ン
ク
、
不
良
空
家
等
除
却
補

助
事
業
な
ど
の
制
度
説
明
が

行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
有
田
市
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
堤
氏
、
複
合

施
設
辻
本
の
メ
ン
バ
ー
よ

り
、
相
談
室
設
置
の
経
緯
、

改
修
内
容
に
つ
い
て
説
明
が

行
わ
れ
た
。

　

今
回
、
空
き
家
相
談
室
を

開
設
し
た
「
複
合
施
設　
辻

本
」
も
有
田
市
の
空
き
家
バ

ン
ク
に
登
録
さ
れ
て
い
た
空

き
家
で
あ
っ
た
。

　

複
合
施
設
辻
本
は
二
〇
二

三
年
四
月
頃
よ
り
片
付
け
・

改
修
を
開
始
し
、
二
〇
二
四

年
五
月
に
一
階
部
分
で
駄
菓

子
屋
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
し

く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
空
き

家
相
談
室
自
体
、
こ
の
く
ら

い
で
あ
れ
ば
自
分
た
ち
で
出

来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

か
し
、
二
階
部
分
は
内
装
の

下
地
が
剝
が
さ
れ
た
状
態
で

止
ま
っ
て
い
た
。

　

空
き
家
相
談
室
の
設
置
工

事
に
あ
た
っ
て
は
、
空
き
家

の
持
つ
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
古
さ

を
取
り
払
い
、
人
の
手
が
加

え
や
す
い
動
的
な
状
態
の
魅

力
を
残
し
つ
つ
必
要
最
低
限

の
手
数
で
空
間
が
持
っ
て
い

る
使
わ
れ
方
が
拡
張
す
る
よ

う
に
話
し
合
い
、「
剥
が
す
」

「
削
る
」
の
作
業
を
中
心
に

行
っ
た
。

　

す
べ
て
の
空
き
家
が
利
活

用
さ
れ
る
べ
き
状
態
に
あ
る

と
は
限
ら
な
い
。物
件
に
よ
っ

て
、
ど
の
程
度
投
資
し
て
ど

の
よ
う
な
使
わ
れ
方
を
想
定

す
る
か
適
切
に
判
断
し
て
い

て
も
ら
え
る
よ
う
、
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
身
近
で
購

入
で
き
る
資
材
や
道
具
を
使

用
し
、改
修
を
行
っ
て
い
る
。

　

実
際
に
改
修
さ
れ
た
空
き

家
を
見
な
が
ら
改
修
方
法
や

空
き
家
の
可
能
性
に
つ
い
て

相
談
で
き
る
「
空
き
家
相
談

室
」
へ
の
相
談
申
込
は
、
有

田
市
経
営
企
画
課
ま
ち
づ
く

り
係（
☎
二
二
―
三
七
三
一
）

へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

///////////////////////

有
田
市
空
き
家
相
談
室

　

有
田
市
初
島
町
浜
一
三
一

　

八
―
一

　
　

複
合
施
設
辻
本　

二
階

写
真
提
供
：
宮
本
晶
太　
氏

№45
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さ
か
た
と
も
き

https://logoform.jp
/f/Tl6u1

ありだ市電子図書館
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「春の嵐・メイストームに注意」

「
空
き
家
相
談
室
・
改
修
内
覧
会
」

答：

数

ナ
字

ン
プ
レ

　

空
い
た
マ
ス
に
１
か
ら
９

ま
で
の
数
字
を
埋
め
て
完
成

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

タ
テ
・
ヨ
コ
各
９
列
と
太

線
で
囲
ん
だ
ブ
ロ
ッ
ク
（
３

×

３
の
９
マ
ス
）
の
中
に
同

じ
数
字
は
使
え
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、
二
重
枠
に
入
る

二
つ
の
数
字
の
合
計
を
お
答

え
く
だ
さ
い
。

　 　 ９ 　 　 　 １
　 　 　 ２ ３ ４
８ 　 　 ９ 　 　 ２ 　 ７
　 ２ １ 　 ８ 　 　 ４
　 ６ 　 ７ 　 ９ 　 １
　 ８ 　 　 ４ 　 ５ ７
５ 　 ４ 　 　 ２ 　 　 ６
　 　 　 １ ７ ６
　 　 ２ 　 　 　 ３

2
1

8
7

9 5 4 36

商
工
文
芸

流
れ
速
き
琵
琶
湖
疎
水
の
花
筏 

石
井　

弘
美

火
の
国
の
一
部
と
な
れ
る
野
焼
か
な 

上
田　

敦
子

花
蜜
柑
匂
の
中
を
列
車
過
ぐ 

栗
山
ト
ヨ
子

古
都
麗
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
が
説
法
す 

栗
山　

昌
子

村
営
の
ス
ポ
ー
ツ
公
園
こ
ど
も
の
日 

嶋
田
嘉
鶴
子

来
ま
し
た
よ
燕
サ
ド
ル
に
糞
落
す 

嶋
田　

訓
子

擂
鉢
に
残
る
香
り
や
木
の
芽
和 

竹
内
さ
ち
子

無
住
寺
を
掛
け
持
ち
の
僧
花
ま
つ
り 

松
本
佐
代
子

お
玉
杓
子
心
許
り
に
尾
を
揺
ら
し 

森
永　

早
苗

母
の
香
の
着
物
リ
メ
イ
ク
春
シ
ョ
ー
ル 

弓
中
さ
ゆ
り

町
名
は
城
下
の
な
ご
り
春
日
傘 

𠮷
田　

鉃
子

　

嫁
入
り
と
く
れ
ば
、
嫁
入
り
道
具
、
そ
の
代
表

格
は
タ
ン
ス
。
タ
ン
ス
で
あ
れ
ば
衣
類
収
納
に
最

適
は
総
桐
タ
ン
ス
。

　

昔
は
娘
が
生
ま
れ
た
ら
桐
の
苗
を
植
え
た
。
嫁

に
行
く
と
き
に
桐
で
タ
ン
ス
を
作
る
た
め
で
あ
る
。

　

浄
明
寺
近
く
に
大
木
の
桐
が
紫
色
の
花
を
つ
け

て
い
る
。
こ
の
句
、
慈
悲
深
い
親
心
が
垣
間
見
え
る
。

　
　
　
　
　

編
集
委
員　

綛
田
隆
信

五
月
作
品

共
感
の
一
句

ひ
ま
わ
り
俳
句
会

嫁
入
り
や
山
の
裾
野
に
桐
咲
か
せ 

佐
々
木
た
ま
み


